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1　はじめに
　㌦モ惣麺と姑，年活そのもQであゑ。S）
と言われている様に，遊びを通して，社会性，道徳性
を学び成長していく。
　しかし，病院という特殊な環境の中で，患児は，安
静を強いられ，身体の制約麟。それは，運動面，
情緒面の発達を遅らせるだけでなく，z、ト．ヒ丞の蓄積
により，強い欲求不満を起こし治療，看護への影響も
大となる。遊びによって得られる心身の成長，発達が
入院生活により阻害される事は，最小限度にとどめな
くてはならない。
　そこで小児内科においては，週に1度時間を設け，
集団遊びを実施してきた。
　しかしながら，ここ1～2年新病院のマスタープラ
ンも重なり，他科入院児も多くなるなど，児の安静度，
行動範囲の内容にかなりの変化が，認められるように
なった。それに伴い，集団遊びに参加出来ない児も増
え，遊び自体に盛り上がりを欠く傾向が強くなってき
た。
　そこで集団遊びに計画性をもたせ，集団の中で，個
別性を考慮し，遊びのもつ本来の意義を充実させる為，
チェックリストを作成し，実施，評価した内容を発表
する。
遅出看護婦がノートを基に実施し，実施後の
経過等，c欄を記載する。記載後は，スタッ
フに発表し，次回遊びの参考としてきた。主
な年間行事として，7月に「七夕」，12月に
’　　　　　　　　　　　遊びのノート
a
月曜日深夜
看護婦が記入
する
b
当日深夜看護婦
が記入する
a
当日遅出
看護婦が
記入する
皿　方法及び実施
　1．研究期間
　昭和58年7月～10月まで
　2．研究方法
　D今までの遊びを，「遊びのノート」を参考にし
　　経過を知り，問題点を明らかにする。
　　（1｝今までの遊び
　　　毎週水曜日，14時～15時の間を利用し行なつ
　　　てきた。これらの計画は，月曜日深夜の勤務
　　　者2人が，「遊びのノート」のa欄を記載し
　　　立案する。
　　　そして当日深夜勤務者がb欄を記載し，その
は「クリスマス会」を行なうなど，約1ケ月
前より計画，準備し盛大に行なって来た。ま
た，季節感も取り．ムれ，その都度表1のよう
に実施してきた。
表1　〔遊びの例〕
1月…寒中見舞いのハガキ作成
2月…豆まき
3月…ひな祭
5月…鯉のぼり作成，母の日の似顔絵描き
6月…父の日の似顔絵描き
8月…暑中見舞い
10月…運動会　　　　　　　　etc
　しかし，集団の遊びを継続していくなかで，問題点
として以下のものが現在あげられる。
（2問題点
　①新病院のマスタープランにより，他科の患児が
　　多く，検査，処置の内容が変ってきた。その為，
　　遅出看護婦の業務も増え，遊びに対する充分な
　　援助が不足してきた。
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入院患児の動向（1月1日～11月9日）まで
小　児（内　科）919％（343人）
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②ノート記載に関しては，遊びに対して簡単な経過
　　と，看護婦の反省だけになり，参加した児の病名，
　状態，安静度，年令などの記入がされず，又，個
　々に応じた遊びの工夫や，それに対する開脚の反
　座笠蟹鍵てい「tい　，1匁軋g遊びの参盤
　製らSい。．
2）チェックリスト作成と実施
これまでに上げてきた問題点を，解決する為に，ど
うしたらよいのかスタッフー同で検討し，チェック
　リストを作成，実施したp．一
（1エックリス「あ径泌
○月○日
〔遊びのテーマ〕
〔目 的〕
〔参加者〕
氏　　名 年齢 病名 安　静　度
〔経過及び評価〕 〔子供・母親の意見，
反応・様子・発育状況 感想〕
看護婦の働きかけ含む
〔看護婦の反省、感想〕
　参加者欄には，新たに年齢，病名，安静度を記入
し，参加者がどの様な状態にあるのか明示し，それ
によって介助方法を明らかにする。経過欄には，患
児の名前を上げ，こちらの働きかけはどうであった
か，その反応，様子についても観察する。又，目的
に合っていたか，個別的な働きがけが出来ていたか
などを評価する。反省・感想欄には，参加した看護
婦が感じたこと，気づいた点，遊びで工夫した点，
今後どの様な工夫が必要なのかを記入する。
　　下記に10月12日に行なわれた運動会の計画立案
と，チェックリストの1例を示す。
〔遊びの計画立案〕
10／1114時～　玉入れの玉を作る。
　　　　　　　　　　　　　　　（約40個位）
　　　　　　　子供達にそれぞれ作ってもらう
　　　　　　　…カンファレンス室利用
　　　　　　　一ちり紙，包装紙，テープ，あ
　　　　　　　き缶を準備する…L・・
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看護婦は，運動会の準備をする
参加者をカンファレンスルーム
へ集合させ，チーム分けをする
開会宣言をする（看護婦）……
玉入れを行う
あき缶積み上げ競争
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〈チェックリスト用紙〉
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　（2）チェックリスト作成後の評価
　計画立案者と実際に児に指導する看護婦が，異なる
為，計画の伝達が難くスムーズに行なえなかったり，
目的にそっていなかったりということがあったが，チ
ェックリストの使用により，計画が縮・に淀りスムー
ズに行なえる様にな2ノこ。又，事前に計画を患児に知　ゆロらせるようになり，患素面も楽しみにし，準備段階で
も積極的な協力が得られるようになった。
i皿　考　察
　小児の遊びは，その生活の大半を占めるものであり，
遊びを通して，人間として基本的生活能力を養う生活
準備であると言われているように，遊びの意義や重要
性など我々スタッフは，十分理解しているつもりであ
ったが，遊びが単なる気分転換だけに終わっていたよ
うに思われる。
　しかし，チェックリストを作成することにより，．看
護婦ひとり，一隻と夏g遊びへの関心が高まり，遊びが
患児に与える影響な“問日意言をもって，．灘糞i辻画
し参加すゑさ謡扇：2＃。そして，患児間の交流を持
つことや仲間作り，協調性など患児の自立を図ってき
た。その後，患児らは遊びの時間が近づくと，カンフ
ァレンスルームの前やナースステーションの前をウロ
ウロして，「まだ？」と遊びを楽しみにしている姿が
みられるようになった。
　小児内科病棟においては，乳幼児から学童までと，
年齢層が広く，又，安静度にも個別性があり，計画立
案，実施していくには，物的，人的環境の貧しさも手
伝って，現在多大な問題を抱えている。
　今後，遊びを行っていく上で私達は，次のようなこ
とを再度検討し，内容を深めていきたい。
　　1．遊びの種類の拡大
　場所が，カンファレンスルームに制限される事から，
遊びの内容も制約されてしまう。
　今までに最も多かったのは，創作活動であった。単
調な入院生活の中にも季節感が味わえるよう今後は，
以下の行事を年間計画とし，準備計画にも力を入れ，
充実したものとして，実施していきたいと思う。
　　　　　　　〔輔繭激難Σ7
i月：：鞭欝キ作り一一
3月…ひな祭（ひな人形の作成）
4月…お花見
5月…子供の日（鯉のぼり作成）
　　　母の日
7月…七　夕
8月…暑中見舞のハガキ作り，うちわ作り
10月…運動会
12月…クリスマス会，年賀状作成
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2．諸条件を考慮した遊びのプログラム
1）年齢…年齢層が広い為，遊びの内容や参加のさ
せ方に工夫する。遊びの内容が年少児向けとなり
やすい為，学童には，計画立案，又は，準備から
参加させる等の役割を与え，意欲をもたせるよう
　にする。又，年齢にかかわらず，楽しめる遊びを
考えていく。
2）安静度…個別的な安静度を守らせ，不足の部分
を看護婦が援助していく。
3）疾患…個室管理が必要な曲尽に対しては，主に
病室番看護婦によって遊びを進めていく。
N　おわりに
　今回の研究において私達は，小児病棟で行う遊びの
様々な問題点に直面した。それらのなかで特に，計画
性，個別性に重点を置き検討したが，まだまだ満足の
いくものとはいえない。が，今回の研究を通して，遊
びの重要性を再確認し，看護婦，患児共に遊びに対す
る関心を高めることができた。
　今後も遊びを継続していくなかで，これらの事を，
具体的に生かして行きたい。
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